
　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
億

１
６
０
万
１
千
円
減
の
89
億
６
，
７

５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

種
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
は
、

８
億
４
，
６
１
９
万
２
千
円
減
の
11

億
５
，
９
０
１
万
２
千
円
。
使
用
料

及
び
手
数
料
な
ど
そ
の
他
の
収
入

は
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
よ
り
鹿

屋
女
子
高
校
の
授
業
料
を
減
と
見
込

む
な
ど
、
２
億
４
，
６
９
０
万
３
千

円
減
の
22
億
９
，
０
８
３
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

は
、
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特

例
費
の
創
設
な
ど
、
３
，
８
０
０
万

円
増
の
１
２
７
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
市
債
は
、
前
年
度
に
比

べ
７
，
２
７
０
万
円
減
の
31
億
１
，

５
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
を

６
月
補
正
予
算
で
計
上
す
る
予
定
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

 さあ さあ  ななつのななつの  約束を実現約束を実現  　　　　してして見事見事なな  鹿屋市鹿屋市にしようにしよう
　平成 22年度当初予算が、３月に開かれた鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は 378 億 3,500 万円で、対前年度比 1.0％の減となりました。予算額が前年
度に比べて減少したのは、市長改選後間もないことから、「骨格予算」として編成したことによるものです。
　しかしながら、厳しい地域経済や雇用情勢を踏まえ、必要な政策的経費も盛り込みました。ここでは、
当初予算の編成方針や特徴について説明します。
　なお、嶋田芳博市長の公約である『｢対話・改革・挑戦・飛躍｣ を基本姿勢に、人やまち、産業が生き
生きと躍動する元気な「かのや」づくり』を目指して、産業振興や安全で安心なまちづくり、環境を大
切にするふるさとづくりなど、７つの誓いを実現するための政策予算は６月補正予算以降に計上する予
定です。
　｢さあ、７つの約束を実現して見事な鹿屋市にしよう｣ を合い言葉に、嶋田市政がスタートしました。

　【問い合わせ】市財政課　☎ 0994-31-1126

◆
財
政
用
語
ま
め
辞
典
◆

■
一
般
会
計
＝
福
祉
や
教
育
、
公

園
や
道
路
の
建
設
な
ど
市
の
基

本
的
な
事
業
を
行
う
会
計

■
特
別
会
計
＝
特
定
の
収
入
を
特

定
の
支
出
に
充
て
、
事
業
を
行

う
会
計

■
骨
格
予
算
＝
市
長
選
挙
等
の
関

係
か
ら
政
策
判
断
が
で
き
に
く

い
場
合
、
政
策
的
経
費
を
除
く

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を

主
体
と
し
て
必
要
最
小
限
の
経

費
を
計
上
す
る
予
算

■
自
主
財
源
＝
地
方
自
治
体
が
自

主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
源

■
依
存
財
源
＝
定
め
ら
れ
た
基
準

に
よ
り
国
な
ど
か
ら
地
方
自
治

体
に
交
付
さ
れ
る
財
源

■
義
務
的
経
費
＝
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
任
意
に
削
減

で
き
な
い
経
費
で
、
人
件
費
、

扶
助
費
及
び
公
債
費
の
合
計
額

■
投
資
的
経
費
＝
道
路
、
公
園
、

学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど

社
会
資
本
の
整
備
や
災
害
復
旧

に
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
支
出

の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将

来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る

経
費

■
経
常
的
経
費
＝
毎
年
度
継
続
し

て
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費

で
、
義
務
的
経
費
や
施
設
の
維

持
管
理
経
費
な
ど

■
政
策
的
経
費
＝
義
務
的
経
費
と

異
な
り
、教
育
、福
祉
、環
境
、
産

業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策

推
進
の
た
め
に
支
出
す
る
経
費

■
一
般
財
源
＝
市
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
市
が
ど
の
経
費
に
も
自

由
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
■
地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の

標
準
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
一

定
に
保
つ
た
め
の
国
か
ら
の
交

付
金

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件
費
は

職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
３
億
８
，
２
７
５
万
２
千
円

減
の
76
億
１
，
７
１
９
万
４
千
円
。

扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設

や
生
活
保
護
費
の
増
な
ど
に
伴
い
、

21
億
８
，
０
１
６
万
５
千
円
増
の

98
億
７
，
１
７
０
万
９
千
円
。
公
債

費
は
、
１
億
７
，
７
８
５
万
２
千
円

増
の
56
億
２
，
０
７
０
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
の
や

ば
ら
園
整
備
に
伴
い
発
行
し
た
ミ
ニ

公
募
債
（
プ
リ
ン
セ
ス
か
の
や
債
）

の
満
期
一
括
償
還
費
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普

通
建
設
事
業
費
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
費
や
輝
北
地
区
学
校
統

廃
合
に
か
か
る
継
続
的
な
建
設
費
用

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
住
宅
、
道
路
等
の
建
設
事
業
費

は
６
月
補
正
予
算
で
の
計
上
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ

18
億
３
，
９
８
４
万
１
千
円
減
の

22
億
７
，
３
９
８
万
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金
＝
国
が
、
地
方
公

共
団
体
に
特
定
の
行
政
費
の
一

部
と
し
て
、
交
付
す
る
補
助
金

や
委
託
金

■
繰
入
金
＝
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
基
金
等
の
会
計
間
に
お
け

る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の
。

例
え
ば
、
一
般
会
計
の
歳
出
に

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
移

動
す
る
こ
と
な
ど
を
繰
入
れ
と

い
う
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施

設
の
使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
利

用
者
等
か
ら
徴
収
す
る
も
の

で
、
高
等
学
校
の
授
業
料
、
各

種
公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民

票
等
各
種
証
明
の
発
行
手
数
料

な
ど

■
市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災
害

復
旧
事
業
な
ど
を
行
う
と
き
、

財
源
と
な
る
借
入
金

■
普
通
建
設
事
業
＝
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
を
建

設
す
る
た
め
の
経
費

■
性
質
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お

け
る
「
節
」
の
区
分
を
基
準
と

し
た
分
類
で
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
、
弾
力
性
を
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
分
類

■
目
的
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お

け
る
「
款
」、「
項
」
の
区
分
を

基
準
と
し
た
分
類
で
あ
り
、
各

部
各
課
ご
と
の
お
お
ま
か
な
予

算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
分
類

■
人
件
費
＝
特
別
職
や
一
般
職
の

給
与
な
ど

■
扶
助
費
＝
生
活
保
護
費
や
子
ど

も
手
当
に
充
て
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費
＝
市
が
借
り
入
れ
た
地

方
債
（
借
金
）
返
済
の
た
め
の

経
費

■
物
件
費
＝
施
設
の
維
持
管
理
や

物
品
購
入
の
た
め
の
経
費

平成22年度一般会計当初予算は

３７８億３，５００万円３７８億３，５００万円

３３ ７７ ８８ ３５３５

民生費民生費
14,034,766 千円14,034,766 千円
（37.1%）（37.1%）

教育費教育費
5,666,156 千円5,666,156 千円
 （15.0%） （15.0%）

公債費公債費
5,620,703 千円 5,620,703 千円 
（14.9%）（14.9%）

総務費総務費
4,244,051 千円4,244,051 千円
（11.2%）（11.2%）

衛生費衛生費
2,358,242 千円2,358,242 千円
（6.2%）（6.2%）

土木費土木費
1,923,424 千円1,923,424 千円
（5.1%）（5.1%）

農林水産業費農林水産業費
1,521,770 千円1,521,770 千円
（4.0%）（4.0%）

消防費
1,089,128 千円1,089,128 千円
（2.9%）（2.9%）

700,369 千円
（1.8%）（1.8%）

その他その他
676,391 千円676,391 千円
（1.8%）（1.8%）

歳出歳出
（目的別）（目的別）

378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

700 369 千700 369 千

歳出歳出
（性質別）（性質別）

378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

人件費人件費
7,617,194 千円7,617,194 千円
（20.1%）（20.1%）

扶助費扶助費
9,871,709 千円 9,871,709 千円 
（26.1%）（26.1%）

公債費公債費
5,620,703 千円5,620,703 千円
（14.9%）（14.9%）

普通建設事業費普通建設事業費
2,273,981 千円 2,273,981 千円 
（6.0%）（6.0%）

物件費物件費
5,193,042 千円5,193,042 千円
（13.7%）（13.7%）

補助費等補助費等
3,991,301 千円3,991,301 千円
（10.6%）（10.6%）

繰出金繰出金
2,657,880 千円2,657,880 千円
 （7.0%） （7.0%）

その他その他
609,190 千円609,190 千円
（1.6%）（1.6%）

歳入歳入
378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

市税市税
8,967,500 千円8,967,500 千円
（23.7%）（23.7%）

分担金・負担金分担金・負担金
577,968 千円577,968 千円
（1.5%）（1.5%）

使用料・手数料使用料・手数料
745,756 千円745,756 千円
（2.0%）（2.0%）

繰入金繰入金
1,159,012 千円1,159,012 千円
（3.1%）（3.1%）

その他自主財源その他自主財源
967,114 千円967,114 千円
（2.5%）（2.5%）

地方交付税地方交付税
12,700,000 千円12,700,000 千円
（33.6%）（33.6%）

国・県支出金国・県支出金
8,176,550 千円 8,176,550 千円 
（21.6%）（21.6%）

地方債地方債
3,115,900 千円 3,115,900 千円 
（8.2%）（8.2%）

譲与税・交付金譲与税・交付金
1,399,500 千円1,399,500 千円
（3.7%）（3.7%）

その他依存財源その他依存財源
25,700 千円25,700 千円
（0.1%）（0.1%）

自主財源自主財源
12,417,350 千円12,417,350 千円
（32.8％）（32.8％）

依存財源依存財源
25,417,650 千円25,417,650 千円
（67.2％）（67.2％）

歳　

入

歳　

出
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